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令
和
元
年
度
（
第
四
十
六
回
）
定
時
総
会

並
び
に
理
事
会
に
於
い
て
、
第
十
一
代
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十
五
年
か
ら
こ

れ
ま
で
、
運
営
委
員
を
三
期
六
年
、
青
年
部

長
を
二
期
四
年
、
理
事
・
事
業
委
員
長
を
五

期
十
年
、
副
会
長
を
一
期
二
年
務
め
こ
の
度

の
職
務
に
あ
た
り
、
義
務
と
責
任
の
大
き
さ

を
改
め
て
認
識
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
、
人
口

減
少
、
高
齢
化
が
顕
在
化
し
、
昨
年
十
二
月

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
に
あ
わ
せ
て
国
内
法
の
改
正

が
行
わ
れ
、
水
道
事
業
・
種
・
森
林
・
漁
業
権
・

農
地
・
市
場
・
公
共
施
設
な
ど
が
民
営
化
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

働
き
手
不
足
を
補
う
外
国
人
労
働
者
数
は

約
一
二
八
万
人
、
政
府
方
針
で
二
〇
二
五
年

ま
で
に
更
に
五
〇
万
人
を
受
け
入
れ
ま
す
。

今
、
県
内
で
は
外
国
人
観
光
客
、
宿
泊
施
設
、

商
業
施
設
の
増
加
が
相
ま
っ
て
賃
金
イ
ン
フ

レ
が
先
行
し
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
首
都
圏
か
ら
進
出
し
た
同

業
者
が
県
内
の
公
共
施
設
の
入
札
に
参
加
し

て
品
質
の
伴
わ
な
い
低
価
格
で
受
注
契
約

し
、
地
元
事
業
者
が
長
い
年
月
を
か
け
て
育

ん
だ
衛
生
的
快
適
な
環
境
と
良
好
な
る
雇
用

関
係
を
脅
か
し
て
お
り
ま
す
。
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
は
、
地
産
地
消
で
す
。

　

昼
夜
風
雨
台
風
を
問
わ
ず
汗
を
流
し
て
働

く
人
々
が
、県
民
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で「
美

ら
島
沖
縄
を
支
え
て
い
ま
す
。
沖
縄
県
の
基

幹
産
業
で
あ
る
観
光
業
や
様
々
な
産
業
を
支

え
る
二
万
人
の
従
事
者
が
私
た
ち
の
宝
、
財

産
で
す
。
弊
協
会
は
、
全
力
で
、
そ
の
社
会

的
地
位
と
存
在
価
値
を
高
め
る
た
め
の
働
き

か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
（
第
四
十
六
回
）
定
時
総
会

並
び
に
理
事
会
に
於
い
て
前
期
に
引
き
続
き

副
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
期
目
の
副
会
長
職
で
す
。

　

今
期
は
、
新
垣
淑
典
会
長
が
退
任
さ
れ
新

会
長
に
大
嶺
健
太
郎
氏
、
副
会
長
に
宮
村
敏

郎
氏
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。
副
会
長
は
今
期

二
人
体
制
に
な
り
役
割
も
前
期
よ
り
重
要
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
年
々
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
人
手
不
足
の

問
題
は
、
深
刻
で
あ
り
お
客
様
へ
の
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
も
影
響
が
出
て
い
る
状
況

で
す
。

　

今
後
も
当
協
会
発
展
の
為
、
新
会
長
及
び

執
行
部
と
共
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
副
会

長
と
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

関
係
官
庁
並
び
に
団
体
各
位
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
と
会
員
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
各
社
の
益
々
の
ご
繁
栄
を

祈
念
申
し
上
げ
、副
会
長
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
（
第
四
十
六
回
）
定
時
総
会
並

び
に
理
事
会
に
於
い
て
副
会
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
当
協
会
の
諸
先
輩
方
が

努
力
・
協
力
し
平
成
か
ら
令
和
へ
と
変
わ
り

ゆ
く
社
会
情
勢
に
適
応
し
な
が
ら
、
県
民
か

ら
求
め
ら
れ
る
業
界
と
し
て
発
展
、
繁
栄
を

築
か
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
同
時
に
託

さ
れ
た
責
任
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

ま
た
、
私
共
の
業
界
を
取
り
巻
く
状
況
は

人
材
不
足
、
最
低
賃
金
の
上
昇
等
、
依
然
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
雇
用
条
件
の
改

善
、
外
国
人
技
能
実
習
生
制
度
の
活
用
等
、

新
た
な
人
材
供
給
体
制
の
確
立
が
迫
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
大
嶺
会
長
を
は
じ
め
新
執
行
部

と
共
に
、
協
会
発
展
に
微
力
な
が
ら
尽
力
を

尽
く
す
所
存
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
皆
様
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宮　
村　
敏　
郎

佐
渡
山　
安　
秀

大　
嶺　
健
太
郎

会
長
挨
拶

副
会
長
挨
拶

副
会
長
挨
拶



　

令
和
元
年
五
月
二
十
一
日
ノ
ボ
テ
ル
沖
縄

那
覇
に
て
定
時
総
会
を
会
員
、
賛
助
会
員
参

加
の
も
と
開
催
し
た
。
新
垣
会
長
よ
り
協
会

関
係
者
へ
日
頃
よ
り
協
会
事
業
の
ご
理
解
、

ご
協
力
の
感
謝
、
ま
た
引
き
続
き
協
会
発
展

の
ご
協
力
の
お
願
い
の
挨
拶
を
述
べ
た
。　

　

事
業
報
告
で
は
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能

協
議
大
会
、県
立
病
院
ラ
ウ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
、

ち
ゅ
ら
島
環
境
美
化
一
斉
清
掃
の
参
加
、
ま

た
各
委
員
会
議
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。
交
流

事
業
で
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
実
施
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
収

支
決
算
及
び
公
益
目
的
支
出
計
画
を
全
会
一

致
で
議
決
し
た
。
本
年
度
は
役
員
改
選
が
あ

り
四
人
が
新
理
事
に
選
任
し
た
。
会
長
、
副

会
長
も
改
選
が
有
り
新
会
長
に
大
嶺
健
太
郎

氏
（
読
谷
協
同
産
業
㈱
）
新
副
会
長
は
宮
村

敏
郎
氏
（
㈱
沖
縄
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
を

選
任
し
た
。
ま
た
、
佐
渡
山
安
秀
（
㈱
総
合

管
理
産
業
）
現
副
会
長
は
再
任
と
な
っ
た
。

大
嶺
会
長
よ
り
協
会
が
こ
れ
ま
で
の
組
織
に

至
っ
た
の
は
歴
代
役
員
の
強
い
気
持
ち
、
情

熱
、ご
苦
労
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
労
っ
た
。

今
後
の
抱
負
と
し
て
伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ

つ
、
次
世
代
を
担
う
た
め
の
様
々
な
事
業
の

芽
だ
し
や
取
り
組
み
活
動
を
会
員
賛
助
会
員

協
会
役
員
一
同
、
誠
心
誠
意
且
つ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
で
支
え
て
常
に
事
業
の
見
直
し

を
進
め
社
会
に
貢
献
す
る
協
会
と
し
て
ま
た

会
員
の
役
に
立
つ
協
会
と
し
て
役
割
を
果
た

す
と
述
べ
た
。
総
会
終
了
後
、
建
築
物
環
境

衛
生
事
業
功
労
者
二
名
と
優
良
従
業
員
表
彰

十
七
名
が
表
彰
さ
れ
た
。
懇
親
会
で
は
沖
縄

県
知
事
（
代
読
・
砂
川
靖
保
健
医
療
部
長
）、

那
覇
市
長
（
代
読
・
久
高
將
光
副
市
長
）
当

政
連
顧
問
県
議
会
議
員
照
屋
守
之
氏
よ
り
祝

辞
、（
一
財
）
美
ら
島
財
団
理
事
長
花
城
良

廣
氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
会
し
た
。

優
良
従
業
員
表
彰

令
和
元
年
度
（
第
四
十
六
回
）
定
時
総
会

並
び
に
懇
親
会
、

　

定
時
総
会
に
て
、
優
良
従
業
員
表
彰
が
行
わ
れ
新
垣
会
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
受
賞
者
を
代
表
し
沖
縄
ビ
ル
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱
横
田
安
敏
さ
ん
よ

り
今
後
も
業
務
に
精
進
し
企
業
発
展
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

宮
城　

伸
次　
　

㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

宮
里　

一
已　
　

㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

砂
川　

弘
子　
　
（
資
）
沖
縄
つ
や
げ
ん

比
嘉　

隆
之　
　

㈱
沖
縄
日
本
管
財

宮
里
千
代
子　
　

沖
縄
美
装
管
理
㈱

新
垣
サ
エ
子　
　

沖
縄
美
装
管
理
㈱

保
久
村
京
子　
　

沖
縄
ビ
ル
管
理
㈱

宮
城　
　

工　
　

沖
縄
ビ
ル
管
理
㈱

横
田　

安
敏　
　

沖
縄
ビ
ル
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

幸
地　

誠
子　
　

共
栄
ビ
ル
整
備
㈱

徳
元　

優
子　
　

㈱
ク
リ
ー
ド
沖
縄

浦
崎
た
か
子　
　

㈱
ク
リ
ー
ド
沖
縄

大
城
香
代
子　
　

㈱
国
際
ビ
ル
産
業

新
垣　
　

勇　
　

首
里
サ
ー
ビ
ス
㈱

吉
永　

惠
子　
　

第
一
総
業
㈱

吉
田　

恵
子　
　

八
重
山
ビ
ル
管
理
㈱



　

今
期
、
総
務
・
経
営
委
員
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
総
務
・
経
営
委
員
会
は
、

協
会
の
運
営
の
舵
取
り
的
部
署
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
大
役
を
任
さ
れ
た
こ
と
を
光

栄
に
思
う
と
同
時
に
、
託
さ
れ
た
責
任
に

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
今
年
度
も

課
題
山
積
な
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ま
ず
業
界
の
人
材
不
足
に
関
す
る
問
題
を

最
優
先
事
項
と
考
え
、
会
員
皆
様
の
豊
富

な
経
験
と
情
報
を
頂
き
、
解
決
策
を
打
ち

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
経
営

安
定
と
と
も
に
雇
用
の
確
保
と
雇
用
条
件

を
維
持
す
べ
く
、
会
員
と
共
に
全
力
で
取

組
む
所
存
で
す
。

　

協
会
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
根
幹
と
な
る

以
下
の
人
財
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

技
能
検
定
試
験
対
策
講
習
会
（
ビ
ル
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
外
国
人
技
能
実
習
生
）、
各

種
従
事
者
研
修
会
（
清
掃
作
業
・
飲
料
水

貯
水
槽
清
掃
・
ね
ず
み
昆
虫
等
防
除
）、
管

理
技
術
研
修
会
（
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
ハ
ー
ド

フ
ロ
ア
）、
協
力
支
援
事
業
（
障
害
者
技
能

競
技
大
会
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
高
等
特
別

支
援
学
校
技
能
検
定
、
教
職
員
清
掃
研
修
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
清
掃
研
修
、
那

覇
市
災
害
協
定
に
基
づ
く
災
害
訓
練
）、
今

年
度
新
た
に
国
土
交
通
省
「
建
築
保
全
業

務
共
通
仕
様
書
及
び
積
算
基
準
」
に
基
づ

く
適
正
な
積
算
手
法
研
修
会
を
実
施
致
し

ま
す
。

　

今
期
も
労
働
安
全
委
員
長
に
再
び
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
会
の
労
働
災
害
の
件
数
が
前
年
度

も
増
加
し
て
い
ま
す
が
人
手
不
足
等
に
よ

り
作
業
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
状
況
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
重
篤
災
害
及

び
休
業
日
数
三
一
日
以
上
の
撲
滅
啓
蒙

活
動
を
実
施
し
「
安
全
・
衛
生
は
す
べ

て
に
優
先
す
る
」
と
の
理
念
に
基
づ
き

安
全
と
健
康
を
推
進
さ
せ
る
事
を
目
標

に
定
め
ま
す
。

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
・
労
働
安
全
衛
生
大

会
・
労
災
防
止
講
習
会
を
実
施
し
会
員
各

社
の
意
識
を
高
め
て
労
働
災
害
「
ゼ
ロ
」

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
期
も
広
報
・
交
流
委
員
長
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

に
て
『
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
ー

E
X
P
O 

2
0
1
9
』
が
十
一
月
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
資
機
材
の
展
示
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
を
催
さ
れ
、
見
分
を
広
げ
る
為
研

修
旅
行
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

十
月
に
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
交
流
野

球
大
会
、
十
一
月
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、

一
月
に
新
春
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、会
報
誌
「
美

ら
ら
沖
縄
」
の
編
集
・
発
行
（
八
月
・
一
月
）

環
境
衛
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
り

マ
ス
コ
ミ
各
社
へ
の
後
援
及
び
取
材
依
頼

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
青
年
部
長
と
し
て
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

青
年
部
が
出
来
る
こ
と
、
そ
れ
は
情
熱

を
持
っ
て
精
一
杯
、
協
会
活
動
を
通
じ
て

貢
献
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
仲
間
を
増

や
し
、
共
に
切
磋
琢
磨
し
て
会
員
企
業
間

の
団
結
を
よ
り
強
固
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

青
年
部
副
部
長
始
め
、
各
社
青
年
部
員

を
中
心
に
、
こ
れ
か
ら
も
協
会
発
展
に
つ

な
げ
て
い
く
様
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

各

委

員

会

抱

負

総
務
・
経
営
委
員
長

宮　

村　

敏　

郎

労
働
安
全
委
員
長

佐
渡
山　

安　

秀

広
報
・
交
流
委
員
長

新　

里　
　

薫

青
年
部
長

與　

儀　

達　

矢

事
業
委
員
長

大　

嶺　

健
太
郎



　
　
　
　
　

青
年
部
副
部
長　

新
里
雄
一
郎

　
青
年
部
総
会
が
六
月
二
十
一
日
沖
縄
県
卸

商
業
団
地
協
同
組
合
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
、

与
那
嶺
副
部
長
よ
り
開
催
の
挨
拶
の
後
、
與

儀
部
長
よ
り
事
業
報
告
と
次
年
度
事
業
計
画

が
報
告
さ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
終
了
後
基
調
講
演
と
し
て
大
嶺
会
長

よ
り
青
年
部
設
立
に
至
る
経
緯
と
今
日
ま
で

の
活
動
内
容
に
つ
い
て
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。
総
会
後
は
初
の
試
み
と
な
る
青
年
部
の

懇
親
会
を
設
け
ま
し
た
。
各
社
の
若
い
世
代

の
方
々
と
い
ろ
い
ろ
意
見
交
換
・
情
報
交
換

を
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
後
の
青
年
部
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
本
年
も

青
年
部
活
動
に

各
社
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま

す
。

　
（
一
社
）
九
州
建
築
物
環
境
セ
ン
タ
ー
の

第
五
十
四
回
定
時
総
会
が
、七
月
四
日
（
木
）

ノ
ボ
テ
ル
沖
縄
那
覇
に
お
い
て
九
州
各
県
よ

り
五
十
八
名
、
沖
縄
県
よ
り
四
十
二
名
、
来

賓
四
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　　

今
回
は
沖
縄
県
協
会
が
開
催
地
協
会
と
し

て
ホ
ス
ト
役
を
務
め
、
県
協
会
理
事
、
協
会

員
、
事
務
局
が
総
力
を
あ
げ
て
運
営
に
協
力

し
ま
し
た
。

　

古
賀
副
会
長
・
金
子
会
長
の
挨
拶
の
後
、

開
催
地
県
会
長
挨
拶
と
し
て
大
嶺
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
来
賓
の
沖
縄
労
働
局
長
安
達
隆

文
氏
よ
り
日
頃
の
労
働
行
政
へ
の
協
力
に
感

謝
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
議
長
団
（
佐
渡
山
安
秀
（
沖
縄
）

藤
田
ひ
ふ
み
（
宮
﨑
）
を
選
出
し
、
第
一
号

議
案
よ
り
、
第
三
号
議
案
ま
で
慎
重
審
議
の

結
果
、
全
て
の
議
案
が
原
案
・
提
案
通
り
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
に
は
、
来
賓
の
方

の
挨
拶
も
頂
き
な
が
ら
、
沖
縄
の
協
会
員
と

九
州
か
ら
の
参
加
者
と
の
懇
親
を
深
め
最
後

に
次
回
開
催
県
、
野
津
手
宮
﨑
県
会
長
よ
り

締
め
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

九
州
建
築
物
環
境
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会

　
七
月
二
十
日
に
沖
縄
職
業
能
力
開
発
大
学

校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
沖
縄
県
障
害
者

技
能
競
技
大
会
の
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
競
技

部
門
に
は
、
当
協
会
の
会
員
事
業
所
五
名
そ

の
他
事
業
所
一
名
、
高
等
特
別
支
援
学
校
四

校
よ
り
七
名
総
勢
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

選
手
は
大
勢
の
声
援
に
後
押
し
さ
れ
、
日

頃
培
っ
た
技
能
を
十
二
分
に
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
通
り

金
賞　
当
銘
稜
真　

㈱
沖
縄
ダ
イ
ケ
ン

銀
賞　
比
嘉
健
斗　
沖
縄
高
等
特
別
支
援
学
校

銅
賞　
備
瀬
遥　
　

㈱
国
際
ビ
ル
産
業

沖
縄
県
障
害
者
技
能
競
技
大
会

（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

青
年
部
総
会

第
十
九
回



読谷協同産業㈱  
㈱総合管理産業  
㈱沖縄ゼネラルサービス  
沖縄ビル管理㈱  
㈱沖縄環境開発センター  
㈱国際ビル産業  
（一社）沖縄県警備業協会  
沖縄ビル・メンテナンス㈱  
㈱総合ビル管理  
沖縄美装管理㈱  
税理法人鈴木共同事務所  
㈱沖縄ダイケン  
  

（一社）沖縄県ビルメンテナンス協会組織図

大嶺　健太郎
佐渡山　安秀
宮村　敏郎
新垣　淑典
新垣　幸男
上地　宏和
上村　正栄
幸地　均
新里　薫
武村　周児
玉城　剛
山盛　博文

会　長
副会長　　
副会長　　
　　理事
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃

喜世川　優 北沖縄ビル管理㈱ 
屋比久　満 日本総合整美㈱ 

事務局長 　　新垣　智昭   

総務･経営委員会
 

事業委員会
 

労働安全委員会  
 

青　年　部　会   

特別委員会 
入札問題検討委員会 

経営研究特別委員会 

品質評価管理特別  

総　　　会

監　　事理　事　会

広報・交流委員会  

　役職　
委 員 長
副委員長
委    　員
委    　員
委    　員
委    　員

委 員 長
副委員長
委  　員
委  　員
委  　員

委 員 長
副委員長
委    　員
委    　員
委    　員
委    　員

委 員 長
副委員長
委    　員
委    　員
委    　員
委    　員

　  氏　名
宮村　敏郎
上地　宏和
新垣　淑典
山盛　博文
幸地　均
武村　周児

大嶺　健太郎
山城　弘
宮里　幸充
新垣　和史
金城　隆史

佐渡山　安秀
喜世川　優
志喜屋　孝彦
新垣　幸男
平良　博紀
新崎　貴也

新里　薫
宮城　　敦
下地　正人
杉本　佳隆
細原　浩平
安里　淳

㈱沖縄ゼネラルサービス
㈱国際ビル産業
沖縄ビル管理㈱
㈱沖縄ダイケン
沖縄ビル・メンテナンス㈱
沖縄美装管理㈱

読谷協同産業㈱
共栄ビル整備㈱
㈱沖縄ダイケン
沖縄ビル・メンテナンス㈱
㈱きんだい通商

㈱総合管理産業
北沖縄ビル管理㈱
（有）向組
 ㈱沖縄環境開発センター
㈱沖縄ダイケン
テルウェル西日本㈱沖縄営業支店

㈱総合ビル管理
沖縄ビル管理㈱
( 資 ) 沖縄つやげん
㈱国際ビル産業
沖縄ビル・メンテナンス㈱
㈱総合管理産業

常設委員会  
総務・経営委員会 

会　社　名

事業委員会  

広報・交流委員会  

労働安全委員会  

　役職　
委 員 長
副委員長
委    　員
委    　員
委    　員
委    　員

委 員 長
副委員長
委  　員
委  　員

委 員 長
副委員長
委    　員
委    　員
委    　員
委    　員
委    　員
委    　員

部   長
 副 部 長
 副 部 長
 副 部 長
 副 部 長

　  氏　名
武村　周児
宮城　敦
上地　宏和
山盛　博文
徳田　安秀
屋比久　満

幸地　均
武村　周児
志喜屋　孝彦
下地　正人

大嶺　健太郎
山城　弘
金城　隆史
中真　心
漢那　清
古波蔵　浩
野崎　真
仲井間　憲久

與儀　達矢
酒匂　敏行
新里　雄一郎
松川　学
与那嶺　貴浩

沖縄美装管理㈱
沖縄ビル管理㈱
㈱国際ビル産業
㈱沖縄ダイケン
沖縄ビル・メンテナンス㈱
日本総合整美㈱

沖縄ビル・メンテナンス㈱
沖縄美装管理㈱
（有）向組
( 資 ) 沖縄つやげん

読谷協同産業㈱
共栄ビル整備㈱
㈱きんだい通商
㈱沖縄ダイケン
（有）向組
沖縄ビル管理㈱
沖縄美装管理㈱
㈱国際ビル産業

沖縄ビル管理㈱
㈱国際ビル産業
㈱総合ビル管理
㈱沖縄ダイケン
沖縄ビル・メンテナンス㈱

特別委員会  
 入札問題検討委員会  
 

青年部正・副部長　     
 
 

会　社　名

経営研究特別委員会  

品質評価管理特別委員会  



 

合
資
会
社
沖
縄
つ
や
げ
ん

 

お
き
で
ん
那
覇
ビ
ル
勤
務

①
業
務
課
長
平
良
幸
徳
（
入
社
四
十
年
）

　

他
十
一
名
で
業
務
に
従
事
し
て
お
り
ま

す
。
業
務
内
容
は
日
常
清
掃
が
主
で
す
。 

②
作
業
開
始
時
間
は
平
日
午
前
六
時
か
ら
午

後
三
時
迄
で
午
前
中
の
作
業
が
か
な
り

忙
し
く
沖
縄
電
力
さ
ん
を
は
じ
め
テ
ナ

ン
ト
さ
ん
も
数
社
入
居
し
て
お
り
作
業

時
間
の
割
り
振
り
に
も
気
を
使
っ
て
お

り
ま
す
。
フ
ロ
ア
や
ト
イ
レ
と
い
っ
た

箇
所
を
清
潔
に
す
る
の
も
当
然
で
す
が
、

ご
み
集
積
所
を
清
潔
に
保
つ
の
も
気
を

使
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

③
今
後
の
目
標
と
し
て
は
お
客
様
に
快
適
に

使
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
様
々
な
要
望
に
応

え
て
い
く
こ
と
と
、
従
事
者
が
安
全
で
安

心
し
楽
し
く
従
事
出
来
る
職
場
環
境
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

沖
縄
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

 

琉
球
新
報
開
発
ビ
ル

①
石
原
多
津
子
（
入
社
十
年
）

　

佐
久
田
英
子
（
入
社
一
年
）

【
代
表
者
変
更
】

株
式
会
社
エ
ー
ジ
ー
ピ
ー
沖
縄

新
／
代
表
取
締
役
社
長　

市
野　

保
任

旧
／
代
表
取
締
役
社
長　

門
谷　

良
己

第
一
総
業
株
式
会
社

新
／
代
表
取
締
役
社
長　

我
如
古
正
伸

旧
／
代
表
取
締
役
社
長　

與
那
原
信
祐

【
社
名
及
び
代
表
者
変
更
】

新
／
株
式
会
社
プ
レ
ン
テ
ィ
ー

新
／
代
表
取
締
役
社
長　

安
和　

良
太

旧
／
株
式
会
社
ア
ク
ト
ビ
ル
ケ
ア

旧
／
代
表
取
締
役
社
長　

伊
地 

保
雅

　

梅
雨
が
明
け
、
い
よ
い
よ
夏
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
ゴ
ー
ヤ
ー
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト

マ
ト
な
ど
夏
野
菜
が
お
い
し
い
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
我
が
家
の
箱
庭
に
も
、
春
先

に
植
え
た
茄
子
が
、
よ
う
や
く
収
穫
の
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

天
ぷ
ら
、
茄
子
み
そ
炒
め
、
麻
婆
茄
子
、

様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
創
造
し
な
が
ら
、
眺

め
て
い
ま
す
。食
べ
物
に
は「
旬
」が
あ
り
、

最
も
お
い
し
く
、
栄
養
も
豊
富
な
時
期
で

す
。
旬
の
食
材
を
い
ろ
ん
な
料
理
に
し
て

食
べ
る
こ
と
で
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
っ
て

い
け
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

明
日
の
朝
に
は
、
茄
子
を
収
穫
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。
今
年
の
夏
も
暑
く
な
り
そ

う
で
す
。

②
ビ
ル
外
周
の
街
路
樹
か
ら
の
落
ち
葉
が
多

い
の
で
掃
き
掃
除
が
大
変
で
す
。
ま
た
、

各
種
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
催
や

試
験
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る
事
が
多

く
、
多
数
の
方
の
出
入
り
が
あ
り
、
特

に
ト
イ
レ
清
掃
は
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

③
笑
顔
で
元
気
よ
く
挨
拶
す
る
よ
う
心
が

け
、
入
居
者
や
来
訪
者
に
気
持
ち
良
く

思
わ
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

編

集

後

記

◇
発
行
責
任
者　

大
嶺
健
太
郎

（
沖
縄
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
会
長
）

　
　

那
覇
市
曙
二
丁
目
二
十
七
番
十
四
号

　
　

電
話
〇
九
八
（
八
六
一
）
二
七
四
二

ち
�
�
び
ら
さ
い

現
場
訪
問

会
員
動
向

現
場
で
働
く
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

質
問
内
様
は

①
入
社
し
て
何
年
目
で
す
か
？

②
現
場
で
の
苦
労
は
？

③
今
後
の
抱
負
は
？


